




れば Broad categoryとは“one of a finite small number of groups into which we class a variable. For 
example: we may divide General Health into the categories Very Robust, Robust, Normally Healthy, 
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   （ix）
という補正式の提案をしており（p. 118）， が推定されるべき真の相関であり，この式がこの論
文の最も重要な結果である。 は，クラス のクラス評点（Class-markあるいは Class index）と
呼ばれ，また， はクラス評点を用いた相関（論文の途中から Class index correlationと呼ばれ











であるから，右辺の各項を求める必要がある。 を 番目のクラスの 番目のデータとし， を




















を相関表で が 番目のクラス， が 番目のクラスである時の観察頻度とし，このセルに
対応する長方形領域での の平均値を，それぞれ としセルワイズ平均と呼ぶ（付録 B，
定理 4参照）。クラス評点間の相関は単純に考えれば
 （KS3）
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いない。その理由の一つは，どうも（iv）式の根拠となっている，“Then clearly since a given  will 
have a constant class-mark, the correlation of  and  for a constant  is zero”（1913, p. 117）とい
う Pearsonの説明法が強引で誤りを含む点にありそうである（ここでの Pearsonの説明は不適切
かもしれないが，それでも結果として（iv）は正しい。付録 A参照）。例えば，Wiśniewski（1935, 
1936）も Pearsonの断言に対して疑問を投げかけている。これに対して Pearson（1935）は“no 
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は明瞭ではない。だが，Pearsonの主張を認めれば，直ちに
   （ix）
が導かれる。
Peters and Van Voorhis（1940, Pp. 393–403.）は Pearson（1913）を引用せずに，補正に必要な係
数の数値表（p. 398, Table XXXIII）を示しているが，これは Pearson（1913）の p. 121の表の数値
















ができる。基準化された 2変量正規分布を縦輪切りにして，各輪切り内の の平均と， の平均
の間の関係を考えると　付録 A（A6式）で示すように， という関係が成立する（Arnold, 
























次に （これは 1913年の論文の中ほどより Class index correlationと呼ばれている。Egon 
Pearson（1923）も参照されたい）を求めてみると，先に述べたとおり Pearsonは






















とし，変数Xを 3つのクラス，変数Yを 4つのクラスに分割し，Xのクラス境界値を－1.5, 1.5, 
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付録A　切断正規分布の統計量と各種性質
正規分布 の の範囲のみ残し，残りの部分を無視したものは切断正規分布 と呼ば
れ（蓑谷，p. 230）， を正規分布の確率分布関数としたとき，確率密度は ，
元の正規分布が ～ の場合における の































    
   








































とし，領域 をクラス s, 領域 をクラス tと呼ぶことにする。 等を既
に定義されているクラス評点とし，クラス評点が Xのクラス評点か Yのクラス評点かを区別する
ために状況によって という記号を用いる。
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確かに であり， ならば と
なる。しかし，そもそも が常に成立するかどうかは定かでないので，従って（viii）
は証明するべきことを仮定し，その仮定から導き出されたある関係を述べたものと解釈できる。
